
令和２年産水稲の作柄について 

 

 （生育状況） 

  本年産の水稲は、田植え（最盛期5/27）以降、初期生育は順調であったが、7月が低温・日照不足で推移したことから、

出穂期（最盛期8/11）は平年に比べ3日遅くなった。出穂期以降は、気温・日照ともにおおむね順調に推移し、登熟は「平

年並み」となったが、穂数がやや少なかったことから作況指数は「やや不良」となった。 

（作況指数 97 12 月 9日公表） 

 

 （被害の発生状況） 

  7 月の曇雨天により常発地を中心に穂いもち病が発生し、９月上旬および下旬の降雨により倒伏等が発生した。また、電

気柵等の対策を講じたものの、山間地を中心に、イノシシやシカによる食害・踏み倒しの被害が発生した。一部の地域では、

トビイロウンカによる坪枯れやカメムシによる吸汁被害が発生した。このほか、一部地域で鳥害が発生したものの、被害は

軽微であった。 

    

風水害 31 558.1 4,397 甲府市、南アルプス市、韮崎市、北杜市、上野原市等

病害 59 1,616.1 20,134 南アルプス市、甲斐市、韮崎市、北杜市、都留市、道志村、上野原市等

鳥害 5 92.9 652 南アルプス市、北杜市、都留市

獣害 61 771.6 10,729 笛吹市、甲府市、身延町、南部町、北杜市、都留市、道志村等

虫害 24 449.1 3,937 笛吹市、甲府市、南部町、南アルプス市、都留市、大月市等

合計 180 3,487.8 39,849

災害名 被害戸数（戸） 被害面積（ａ） 地域名共済減収量（㎏）

 


